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意見シート

.. - 名 ：一般財団法人民都大阪休眠預金等活用団体
0委員確認欄（総合的な意見）

記入年月日：平成30年12月6日
意見 評語

制理度解の問題点や怒念苺項を指摘しつつも、休眠預金活用の趣旨を深く B 

記入者の氏名 し、指定活用団体としての使命を遂行しようとする意欲は感じられ
る。

※註語掴に記入する記号の考え方

A: 「指定の基準」を十分に満たしていると認められる。

8: 「指定の基準」を満たしていると認められる。

C: 「指定の基準」を満たしているとは認められない。

※区分Aの「十分に満たしている」とは、例えば、具体性、実現可能性、役員の資質

等の点で特に優れていると認められること。

〇事務局確認襴 0委員確認襴（着眼点別）

渚眼点 基準該当 公募要領記載の「確認項目」 確認
備考 意見 評語

番号ページ 結果

I意欲
代表を指理摘亭しはつ休つ眠も預、金活用の趣団旨をの深使Q命理に解対しす、制る強度いの実問行題、点実や現懸意念志事

B 

項 指定活用体
を有している。
東京一極果中に対する問題意謹を軸に、大阪を中心とする関西の団体
が指定活用団体となることの意装を強詢されており、多様な社会的課題
解決に向けた使命感が感じられる。

役員（代表理事）の 「3.

社会棟題に対する 指定
面接においては、指定を受けようとする団体

問題意識、使命感、 の基 P3 
（以下「指定申請団体」という。）が指定活用

準に 団体の使命に対する強い実行・実現意志を有黄任感等について
確認する。 つい していること等も確認。

て」

． 
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〇事務局 確認欄 0委員確認欄（着眼点別）

箔眼点 1 基番号準 1ペ該ー当ジ1 公募要領記載の「確認項目」 1 結確認果 I 備考 意見 評語

I業務実施体制・能力の遭確性
休眠預金等交付金に係る資金の活用の目標や基本原則等について以下に記

業務実施計画は基本方針を踏まえており、業務を的確に推進できる体 B 

載あり。
制を整えており、特に問題点はない。

①業務実施計画が、基本方針を踏まえ、休眠 P62~P80業務実施計画「イ組織全体の使命・目標」、「口業務実施に当たって 業務遂行のための組織運営体制は整っている。

第2 P4 預金等交付金に係る資金の活用の目標や基 の基本的考え方等」

本原則等に適合していること。

i)業務実施計画 なお、P523意見シート対応表において、意見シート「確認項目」との対応の記

が、基本本原方則針を踏ま
裁あり。

え、基本原 （国民
への還元、共助、持 組織運営体制等について以下に記載あり。

続可能性、透明性・ ②業務実施計画において、民間公益活動促 P81~P95業務実施計画「13.組線運営体制等」

説明黄任、公正性、 第2 P4 進が業務を適確に実施できる組織運営体制等
多様性、革新性、成 整備できる見通しが示されていること。 なお、P523意見シート対応表において、意見シート「確認項目」との対応の記

果最大化、民間主 裁あり。

海）等に適合してい

るか． 民間公益活動促進業務ごとの実施について以下に記載あり。

③ごと業1務実施計画が、民間公益活動促進業務
P99~P136業務実施計画「ハ基本方針に示された指定活用団体の業務ごとの

第2 P4 こ適確に実施できるものであると認めら
目標、業務の実施内容、実施体制、実施計画」

れること。 なお、P523意見シート対応表において、意見シート「確認項目」との対応の記
裁あり。

P523意見シート対応表において、「進捗管理や助言・協カ・支援及び成果評価
審艤会において穎論された社会的インバクト評面ぺのクリティカルな考 B 

②助成に係る業務を行う部署とは別に、社会 の点検・検証等」について「現実的に段階的に進めて、中期計画の第4ステージ
えも踏まえ、公正、公平な成果評価を意諏しており「、評価指針策定等

の諸課題ごとに現地調査を含む継続的な進 で左記の体制に到達する予定にしております。」との記載あり。
委員会」の設匡を予定している。評話委員の多様性については、分野、

第2 P4 捗管検理証や等助の言機・協カ・支援及び成果評価の点 P95業務実施計画「13組織運営体制等」(3〉第4ステージ組織図(2020年 性別でやや偏りがある．

検 能を適切に発揮できる体制と 09.01付）
すること。 なお、P92業務実施計画「13綿織運営体制等」の職員担当表に車務分掌の記

載あり0 •• 

P161~P162別紙様式3(1.評諾貝名簿）※掲裁順
「評語貝の構成の多様性」として各評諾貝について以下のとおり記載あり。
・中野秀男（有識者・（科学技術））

•堀井認良殷（助成財団理挙長）
・三 夫（法晋界（弁護士））

④評諸験員会は、経済界、金融界や労働界、学
•秋 二（地方（北海道））
•岩永消滋（有！巌者（公認会計士*NPO法人会計基準） ）

諒経 者、マスコミ、ソーシャルセクター（公益 ・大負ー（有識者（会計学＊公益法人会計））

第2 P4 活動に係る分野）等の幅広い分野から人材登 ・尾上選哉（有識者（会計学））

用を図り、構成の多様化を図ることが望まし ・柏木登起（ソーシャルセクター代表理苺）

ii)組織運営体制が い。 ・崎元利樹 （助成財団）

整っているか。
•野村卓也（ソーシャルセクター（社会的企業））
・橋本正洋（有謡者（科学技術））
• 原丈人（ソーシャルセクター）
・開 梨香（地方（沖縄））
• 藤井秀樹（有諒者（会計学））
なお、P523君見シート対応表において、君見シート「確認項目」との対応の記栽あり。

⑤理事会は迅速な意思決定を図る観点から、
P163別紙様式3(2.理寧名簿） ※掲載順

理事の総数は必要最小限にとどめることが望
• 池内啓三 （非常勤理車）

第2 P5 ましい。
・金井宏実 （非常勤理事｝

（参考：一般財限団は3法人人）を設置する場合、理事
・出口正之（常勤理車（代表理亭））

の人数の下限
なお、P524意見シート対応表において、意見シート「確認項目」との対応の記
載あり。

参考
2 P143~P160準備行為実施計画

第2
（スケ 準備行為実施計画の内容が適確に実施でき
｀ヽノ＊ユ るものとなっているか。

なお、P524意見シート対応表において、意見シート「確認項目」との対応の記
載あり。

ル）
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0事務局確認欄 〇委員確認欄（着眼点別）

着眼点 1基準 1該当番号ベージ
公男要領記載の「確認項目」 確認l

結果
備考 意見 評語

n業務実施体制・能力の適確性の続き
P96~P99業務実施計画「15業務運営コストJ

1専門家を配固し、財務状況を把握し、管理、運用体制も整っている。 A 

P137~P142業務実施計画「27.支出見込み合計J
P160準備行為実施計画「XI.収支予箆」
P517財産目録（平成30年9月11日現在）

財務状態等について以下の記栽あり。
（財産目録）
資産合計300万円／負偵合計0円／純資産300万円
（収入）

貸借対照表、収支予算書等による財務状態
収入合計：

第3 PS を踏まえ、今後の財務の見通しが適切である
702掠5362万1千円(2019年度）、7031怠3458万2千円(2020年度）、 7031意6577万4千円
(2021年度）、704倍2509万7千円(2022年度）、704/t5479万7千円(2023年度）

こと。 （支出）
支出合計：
703憶2925万円(2019年度）、703億2138万2千円(2020年度）、703億3607万4千円

． (2021年度）、703億7229万7干円(2022年度）、703/念7229万7干円(2023年度）
うち助成交付金支出：
40偲円(2019年度）、 40億円(2020年度）、 40憶円・(2021年度）、40億円(2022年度）、40
億円(2023年度）
準憐行為実施計画期間の黄用：7892万9千円

なお、P524惹見シート対応表において、窓見シート「確認項目」との対応の記載あり．

法人の財産の管理、運用について理車、監奉が関与する体制について以下に
記載あり．
P5定款第8条（財産の管理）
P430-P431理寧の職務権限規程

法人の財産の管理、運用について理事、監事
P469~P475監車監査規程

第3 P6 
が適切に関与する体制を整備すること。

P476~P484経理規程
P491~P512職務権限規程（法人全体）

iii)経理的基礎が P81~P99業務実施計画「13.組織運営体制等J
整っているか。

なお、 P524意見シート対応表において、意見シート「確認項目」との対応の記
載あり。

経理を行うための人員及び体制について以下に記載あり。

経理を適正に行うための十分な人員及び体
P81~P95業務実施計画「13.組織運営体制等」

第3 P6 
制を確保する見込みがあること。 なお、 P525意見シート対応表において、意見シート「確認項目」との対応の記

載あり。

第3 P6 他とがので団き体るの株意式思等決を定保に有実し質てい的なにい関こ与とす。るこ .0 

第3 P6 必要な会計帳簿を備え付けること。、

゜
第3 P6 こ他民と間の＂公業務益に活関動す促る進経業理務とにを関区す分るし経て理整と理そすのる

゜
第3 P6 

会計監査人を設置する旨を定款で定めるこ

゜
P定2め7 ら定れ款て変い更るの'•案第26条第4項において、 「この法人に会計監査人を置く。」と

と＂ P165 別紙様式3き(4監.会査計法監人査人名簿）
会計監査人ひび

第3 P.6 

つ算法い書にて現にはつ疋資い'1 金て~収収は公文支．ベ』＇ーデ•スーの・~も-,,のと、 し、収支一決,_ 
監査意見をて付はす公こと認を会諸計規士程又等はに監定査め法る人この ゜
監事の士うち少なくとも1名が公駒会計士又は P•・久島16保田4- 牧井別子一紙匡（様非（式常非3常勤(3. 監事名量士簿）） ※掲載順第3 P6 

゜
動）（弁護

税理 であること。 ）（公認会計士・税理士）
J 
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0事務局確認襴 0委員確認欄（着眼点別 ）

箔眼点
基準該当 公募要領記穀の「確認項目」番号 ページ

確認 備考
結果

意見 評語

JI業務実施体制・能力の遭確性の続き
専門関性西をの有方したが方中 、々全国区の方々を揃えているので問題はないと思う 8 

専門的能力等について以下に記載あり。 が、 心なので、ネットワークに地域的な偏りが出るのでは

①民間公益活動やソーシャル・イノベーション
P168~P339別紙様式4(展歴書）

＇ 
ないかという懸念もある。

に関する十分な知謙を有するほか、助成を 外部の専門家等について以下に記載あり。

第3 P6 
行った実緒を有するなど、民間公益活動促進 P528~PS38公益財団法人関西大阪21世紀協会関係菩類
を業有務すをる適役確職に員実を施酋すくるとたとめに足る知識・技術 P539~P544評価委員会就任予定者

もに、必要に応じ外
部の専門家等を活用すること。 なお、P525意見シート対応表において、意見シート「確認項目」との対応の記

載あり。

②特に、資金分配団体になり得る団体に関す

専門的能力等について以下に記載あり。
P168~P339別紙様式4(履歴書）

基iv礎)技が術整的っ（て専い門る的）
る十分な知見やネットワーク等を有すること、 外部の専門家等について以下に記載あり。

第3 PG 
非資金的支援を必要に応じて外部の団体や P528~P538公益財団法人関西大阪21世紀協会関係菩類

か。
専門家とも連携しつつ伴走型で提供できる能 P539~P544評価委員会就任予定者
力を有すること、ICT等を積極的に活用するこ
と。 なお、P525意見シート対応表において、意見シート「確認項目」との対応の記

載あり。

専門的能力等について以下に記載あり◇
P168~P339別紙様式4(履歴香）

③と及まびた科、案学件技組術成分・野案の件動発向掘［能力を有するこ
外部の専門家等について以下に記載あり．

第3 P6 こ知見を有する P528~P538公益財団法人関西大阪21世紀協会関係香類

ことが！忍められることが望ましい． P539~P544評価委員会就任予定者

なお、P525意見シート対応表において、意見シート「確認項目Jとの対応の記
載あり。

代表理車を取り巻もく専の門と性を持っている方々との連携・協力体制のもと、 A 

的確に運営される 思われる．

v)役員（代表理事）
「3.

は適確に運営する
指定 面接においては、指定を受けようとする団体

十分な資質（マネジ の基 P3 
（以下「使指定申請団体」という。）が指定活用

準に 団体の 命に対する強い実行・実現意志を有
メントの能力等）を
持っているのか。

つい していること等も確認。
て」
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0事務局確認欄 〇委員確認欄（着眼点別）

潜眼点 1基準該当 公募要領記載の「確認項目」
確認 備考 意見 評語

番号 ベージ 結果

m中立性・公正性
【組織運営体制に関する車項］

コンブライアンスに関しては適、正適l正な実施L向けて十分な体制や仕組み A 
を整えている点からみて、 こ遂行されるものと思われる。

P81 ~P95業務実施計画「13.租織運営体制等」

①民間公益活動促進業務の適正な実施のた
上記のうち、P91-P92業務実施計画「(2)第2ステージ組織図(2020.9.1付）Jにおい

織めに、コンプライアンス施策の検討等を行う組
て、

第2 P4 （外部の有識者等も参加するもの。）及びそ
「コンプライアンス施策の検討等を行う紐織及びその下に実施等を担う部箸Jとして、

の下に実施等を担う部署を設置すること。
「コンプライアンス委貝会」、「総務部」（コンプライアンス絣括部）の記裁あり。

なお、P526君見シート対応表において、怠見シート「確認項目」との対応の記栽あり。

③資金分配団体において休眠預金等に係る
P81~P95業務実施計画「13.組織運営体制等」
上記のうち、P91~P92業務実施計画「(2)第2ステージ組織図(2020.9.1付）」におい

第2 P4 
資金が公正に活用され、再業が適正に遂行さ て、
れるよう監督するために必要な専門部署を骰 助成先団体の監習を実施する部箸として「助成先監替室jの記載あり，

匿すること．．
なお、P527惹見シート対応表において、意見シート「確認項目」との対応の記載あり．

［諸規程等に関する車項］

第2 P!,¥ ①租的“に役緒添程真織等員のをの会報運及醸ぇび営規る理を穏こ公事と、正会。情にの報行運公う営開た規規め則程にや笥必倫要ヰ一な坦穀

゜
第2

呻すは民間，る当評議公穎1員決会員居鎌又蜀又にはは促つ遷進理い事事素てを会務特除規の別い程決のた論の利上に案害匹当に関た定係うっめこをてとる賓をこ P.第3331本条5財民（公団間益は公認直益財定活団と動の同促評水進諜準業の員務会カ餞パ又程ナはのン理案ス事・会コンブライアンス体制）

i)公正性を確保す
P5 

゜
の決議に当たっては、定訟評謙貝会運営

るために組織運営
細議軋負理奉会運堂細則の定めに辻わ従っれてな当け該れ決ば論なについて特別の利害関係を有する評

体制・諸規程が整備
と。 又は理苺を除いた上で行なわ ' , らない。

されている力＼不正

R迅動で当す、遠促役適な臓る進切事勢業員な項見務に継」及対規に織びし程関にて是のすお、正案‘定るいをに自期て図定己的内るめ申容にこる告f確と利こを認をと益さ民"f．祖せ9反た公底上に益し該、活
P375民間公益活動促進業務規程の案

行為や利益相反防
止等の組織運営上

第2 PS 
第本し、6財監条団挙の（及利役び益職職相員員反はにに、あ防3っか止て月にはご係理とる寧に体会「制利にの益お整相い傭反て及にsび該また運当、用す理）る事車に項あ」に関す、る申告筈員及を愧び出コン

の工夫がなされてい

゜
つては監案全貝 ，

るか。 プ及たラ、び6イ職かァ貝月ンIス委員会利監にお益手い相はて理反内該享容当にを状対確し況認てをし、公な必目ければならない。そ？命のし：際、理孝会は監苺
こ対して、 要艮すにる応もじのて．と是す正るを。 じることができふま
に一度、 反 . を公.表. 

P428別紙様式7(役貝及び評議貝の年問報菰等見込額並びに諜貝の給与の年間支給見込額

役に評つ揉貝い及貝てび（非）評常謙勁貝〉に対する円報（年酬2等回について以下の記戟あり。
;111千 ）

代表理事（常劾）：19,881千円（但し、退職給与分は含まず．規程による．）
監事A(非常勁）:1,860千円（規程による。）
監吝B(非常勃）・1.932千円（規程による。）
牒脇貝負（管管理理職礎））の一人当たり給与，11,676千円（人数：2人但し、退牒給与分は含まず。）
（ の一人当たり給与:10,917千円（人数：2人但し、退牒給与分は含まず。）

④話民間公益活動促進業務に係る理事、監苺 鹿貝（晋理戦以外）の一人当たり給与：6,855干円（人数:1人7級1号但し、退戦給与分は含ま
ず.)

評諸員に対する報酬等については、 民 職負（官理牒以外）の一人当たり給与：6.340千円（人数：1人6級1号 但し、退職給与分は含ま

第2 P5 
業者の役員の報醒等及び従業員の給 ず。）

与、指定活用団体の経理の状況その他の車 ず腺貝（管理牒以外）の一人当たり給与;5,723千円（人数・1人5級1号 但し、退職給与分は含ま

惜給をの考基慮準しをて諸不規当程な等水に準定とめなるらこなとい。ような支 蹂,貝・)（管理職以外）の一人当たり給与：5,327干円（人数，1人4級1号 但し、退職給与分は含ま

ず＂）
雛貝（笞理職以外〉の一人当たり給与：5,000干円（人数：0人（中途採用 4月から9月までlllli
次〉）

P非P99常87-勁業P理9務9寧実業2施人務計：実3画,6抱「9人件費楼算の考え方」6干円
計画において．「人件喪積算の考え方」について記載あり。

P411~P413役貝報酬規程、P41・4評籍貝の報酬等に関する規程.P415~P427朦貝給与規

（次ベージに饒 程
なお、P527意見シート対応表において、意見シート「確認項目」との対応の記戟あり。

" . . ● ● 
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〇事務局確認欄 0委員確認欄（着眼点別）

藩眼点 ぢ ,1'_';, 公薔要領記載の「確認項目」 悶 備考 意見 評語

（月I]ペ ジにご記入ください）

（前ページか
前
ペ

らの続き）

⑤議体の民ので員あ間、関理る係公事こ益者とに活監を対動諸事促し規`、進職程特業員等別務そにののを定利行他め益うのるをに指こ与当と定えた。活なり用い、評団も

I 

第2 P5 

゜
ジ
に

記

？ 
~ 
い

第2 " 
⑥諸不規正程行等為を備やえ利る益こ相と反p防止のために必要な

P438-P439評コン謹プ員ラ及イびア役ンス職規貝程と資金分配団体及び民掴活勁を行う団体等との関係規則
P440~P4心

第2 es 

゜
P444~P446内部通報制度規程

第2 P5 ⑧定活益定動民のをめ与る間個を行えこ公人とるう益又。者行活はに為動団対を体促行し進の．わ寄利業な附務益いそをのこ行のみとう他をのに諄の増当規特大た程別をり等図の、特にる利

゜

第2 P5 ⑨律に公団帰益法第残属余法人49さ財人の号せ産認若）第るをし定5旨類く等条はを似にH公定の関号益款事すに社にる業規団定法を定法め目律する人的（るこ平及と法と成びす。人公"る又他益年I法の財

゜
,第（残,.雑余条定財款産このの法帰属人が）清算9条を第す"る号場合に掲において有する残余財産は、評議員会の

ま国 決贈諜与すを経るてもの、認と定す法る。第9 げる法人又は国若しくは地方公共団体に

I 10 
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0事務局確認欄 〇委員確認欄（着眼点別）

箔眼点 1基準 1該当
番号ページ 公募要領記載の「確認項目」 確認 I

結果
備考 意見 評語

m中立性・公正性の続き

暉者数（監又が事理は、に環3事つ親事にい嶋のつて総内いもの数て同品の様3と該分攀し埋のまで事1すあを及）る超．び環えそ事なののい配合こ偶計と

「二位一体」のスタート体制を目指していることは理解するが、特定の団 B 

第4 P6 _o Pる3．68別紙様式6(役員又は職員の構成についての確認書）が提出されてい
体から職員が複数予定されており、人材の偏りがある．

第4 P6 如超そる糎のえg事ないのこ同れこ合一.に~の準I団ず事が体るに、の相理つ糎事互い事にのて又密総もは同摘数朦揮のな員饒3とでし分係あまのにするあ1者）を． 
゜
P368別紙様式6(役員又は職員の構成についての確認害）が提出されてい
る。

構ii)成役が員、又公は正職性員のの P292-P339別紙様式4(展歴杏（職貝））

観点から適切か。利
職貝8名のうち、

益相反防止の工夫
学校法人関西大学から6名
職貝8名のうち、

がなされているかU 特定非営利活動法人大阪NPOセンターから5名

第4 P6 ③と．職員が特定の団体の出身者に偏らないこ
聡貝の横成に関する考え方について以下に記載あり。
P75業務実施計画「10.(3)人の柔合である文化面の箆視j
P97業務実施計固「人件登税算の考え方」
Pl45準偉行為実施計画「 I.[人享に対する基本ブラン］」

P368 別紙様式6(役貝又は職貝の措成についての確認~)が提出されている。

なお、P527怠見シート対応表において、君見シート「確認項目」との対応の記栽あり．

③する民こ間と公に益よ活り動促進業務以外の業務を実施
P518別紙様式8(民間公益活動促進業務以外の業務に関する説明害）

特に問題はない0 A 

、民間公益活動促進業務の実
民間公益活動促進業務以外の業務を行う予定はないとしている。

第5 P7 
施に支障を及ぽすおそれがないものであるこ

iii)民間公益活動促 と。
なお、P527意見シート対応表において、意見シート「確認項目」との対応の記
載あり。

進業務以外の業務
①職民員間、組公織益及活び動予促算進等業が務実と質そ的のに他区の‘分業さ務れのを行っている場合に

第5 P7' 

゜は、その業務を行う
ことによって業務の

ていること。

公正な実施に支障
を及ぼさないか。 第5 P7 ②務民とな間っ公て益い活る動．こ促進業務が法人の主たる棠

と。

゜
第5 P7 ④す業る社務お会又そ的ばれ信公の用のあ秩をる維序業持若務すしをぐる行ば上善わでな良ふいのさこわ風と俗し。くをな害い

゜ 十分に理解し、その資質を有しているものと思われる。 A 

「3.
面接においては、指定を受けようとする団体
（以下「指定申請団体Jという。）が指定活用

iv)役員（代表理事） 指定 団体の使命に対する強い実行・実現意志を有
は中立性・公正性に の基

P3 
していること等も確認。

対する強い意識が 準に 民間公益活動促進菜務の適確かつ公正な
あるか。 つい 実施に支障を及ぽすおそれがなく、特定の目

て」 的を有して活動している既存の団体では困難
な、中立的な立場を守る必要がある．

wその他
特I-なし。

ヽ

業務実施計画・準備行為実施計画の内容等に関する加点・減点ポイントなど。上
記r~mに関する点を除く。
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0委員確認欄（着眼点別）

I第1 " ①第て（民い定'°間る款条公こで第益と定1、活項め動でるの定指促め定進る申指に請定資団活す体用るのこ団目と体的）にのが適目、合法的しI o ,_ 

のこるで民と一あ閣促を般る進公目こ財益に的と団活登と法す動す人る

第, i" I②る一法般「一律財般（団平社法成団人18法で年人あ法及る律びこ第一と。'"般号財）団」法に規人定にさ関れするIo ,_ 

欠格車由 第a IP7 

指定申顛団体が、下記①～③のいずれにも
該当しないことp
l(j)法第17条第3項各号に掲げる団体
l②法第"条第1項の規定により指定を取り消
され、その取消しの日から3年を経過しない団
体
③役員のうちに次のいずれかに該当する者
がいる団体
イ禁錮以上の刑に処せられ、その刑の執行を
終わり、又は執行を受けることがなくなった日
から3年を経過しない者
ロ法の規定により罰金の刑に処せられ、その
●1の執行を終わり、又は執行を受けることが
なくなった日から3年を経過しない者

0 ,_ 

指定活用団体指定申請香（別紙様式1参照）

I①指定申講団体の基本情報（別紙様式2参照）

必要害類の有
無及び害類上
の記紐の有無
の確認

I②定款
I 
③塗記事項証明書

④指定の申請に関する意思の決定を証する害類

⑤設立趣意書及び設立者の一覧9様式自由）

1@業務実施計画（様式自由）

品一。①一品一。兜品一。①一。①
イ組織全体の使裔目標 [O 

口業務実施に当たっての基本的考え方等 I o 

ハ基本方針に示された指定活用団体の集
務ごとの目標、業務の実施内容、実施体制、 Io 
実施計画

刃10



0事務局確認欄 0委員確認欄（着眼点別）
-

着眼点 Iば ペ該ー当ジ 公葵要領記載の「確認項目J 悶 憐考 意見 1肝語

'⑦準偏行為実施計画（様式自由） （゚有）

優プロ先セ的スにの解明決確す化べき社会の諸課題の決定の
゜

資成金の分プロ配セ団ス体のの明公確募化に（向資け金た提各供種契書約類書の等作） I o 

評確価化指針・マニュア）いの作成のプロセスの明 1 0 

シのン明ポ確ル化マークの作成準備、決定のプロセス
゜

各種規程等の整嶺のプロセスの明確化
゜

資CT金シ分ス配テ団ム体のに企対画すのるブ公ロ募セス•助の成明等確に化係るI
゜

⑧を関含評すむる諜．事員）項の、役を氏員記名、載、朦住し員た所及書．履び類会歴（別計及紙監び様査専式人門3的（及就能び任力4予参等定照に者） ' 領Pの16通し1た知-資をP料1指67ー定式申月9に請紙は団様含体式ま3にれに行つてっおいたらて後ずはに、、受チ申領ェ請ッし受クた付リもス期のトで間とあ内申る(請10た書月め類。1に日麒ー甑5日が）あにる受旨（無）

⑨定者評議の就員任、役承員諾、害職9員別及紙び様会式計5参監照査I人への就任予
（゚有）

必無要及害百び類香の上有

のの記確 の類有無
⑩を指成類及役定が（別ぽ職のJ紙す民基員様間お準（就式公そに任6益れつ参予活がい照定動なて）者い促」のをも進「含の第業むで務4あ。の）役るに公こ員つ正と又いJなをはて実確職、施上認員に記しの支た「構3障自,I , 有゚） 

⑪民間公益活動促進業務規程の案（様式自由） |品
法れ準て第」にい"関る条しも第、の以2の項下う第にち1記「号資載に金あお分りい配。て団、体民及間び公民益間活公動益促活進動業を務行規う程団に体定のめ選る定-のと基とさ

基との本実方施針のに方示法されにた関指す定る事活項用団体の業務ご 1 。1篤民第第"間13"条条公条益（（（資選民活金定間動分公に促配お益進け団活業る体動務留還をに意行定関事うのす団項基る体）規準の程）選の定案のの基う準ちe）37a~P381 

めス民ャ間のコ体公ン益制プ活のライ勤整ア備促ン進にス関業体す務制るのに事適関項正すをる（確ガ事保パ項すナ等るン）たj 0 

＇ 休眠預金等に係る資金の活用対象の範囲
゜

業務委託の基準
゜

契約に関する基本的車項
゜

収$支:iJ:決算書に係る外部監査の実施に関するl o 
!J/10 



〇事務局確認欄 0委員確認欄（着眼点別）

恙眼点 ぢ ペ該ー当ジ 公薔要領記載のr確認項目」 悶 備考 意見 評語

゜
⑫各種規程等（様式自由） ゜（有）
・評議員会の運営に関する規程 ゜（有）
・理事会の運営に関する規程 品
・役員及び評議員の報酬等に関する規程 ゜（有）
支紙の員・職給指の様員定年見式のを込間7給参受報額与照1酬を廿等）示等）にし見関た込す資額る料並規をび程添に（付指職す定員る活のこ用給と団。与（体の別 品

・理事の職務権限に関する規程 品
・倫理に関する規程 ゜（有）•コンプライアンスに関する規程 0 

（有）

必無要及菩喜び類言の上有 ・公益通報者保護に関する規程 品
のの記確 の類有無 ・情報公開に関する規程 ゜9有）

・文言管理に関する規程 ゜9有）・リスク管理に関する規程 ゜（有）・監事の監盃に関する規程 品
惰経理に関する規程 品
・組織（事務局）に関する規程 品

⑬びあ（申財っ前請て事産のは業目日．録年その並度の属びに設すおに立るけ当時事る事に業貸業お年惜年け度対度るに照に財設表お産立、け目さ損る録れ益収）た計支法算予人害算に及書 品

l(Jj)は及参照民、ぼ民間す）間お公公そ益益れ活活が勁動な●促い進旨；を業務説務以明の外し公のた正某書な務類実,（,別施行紙にう様場支障式年を9 

゜（有）
⑮を類含指9別む定紙。を）様受が式け欠9よ格参う事照と由す）にる法該人当及しなびい役こ員と9を就誓任約予す定る者書 品
⑯一覧行政（別機紙関様か式ら10受参け照た）指導等に対する措置状況の

゜9有）
⑰事務所のレイアウH図（様式自由） 品
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